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通常東アフリカ 3悶と呼ばれるケ二ア，ウガン こわんの 2i:E.Iに対L，タンガ三ーカ (19臼年4月
ザ，タ／ザニアはともに 1960年代初めにイギリス のザンジパルとの合併後．タンガニーカ・ザンジバル連
から政怜的独）］令を達成LJ乞が， その校日発展はお 合共和凶となり，その後々ンザニア連合共和国と改称さ
のおのかなり異なった方向に進んでいるように思 れた）は， 1961年 12月の独立後，ただちにニエレレ
われるc (.1. K. Nyerere）大統合：j（二よって「社会主義Jfヒの
3国のうち最後に独立（196:1年12月〉し，植民地 方針が打ち出された。その方針の基本は1962年 4
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i'l分／二 i》山政治的、経済的f{>:jf,lj全特殊－，， 7 
,1 !1 r-J高条｛’j:;：適｛了－＂せようと求めているい＇ 7: 
L ：＿＿，「そのHi尊民一た九lし JHt;:(t'-1な現実ベコ経済
人it, lて， , .J >.{lこし、ぷ主 u川； (,jL 白土 i~· メ’
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;itl野起央了ア 7 'J /; 6ハ li交 if ，.·，；~；i,JI究所， 1%3守入
ギ二二アの
＂：ケ・トゥーし（ SekouToure), -Jfートのヱンケル
.' r[,(. '.¥:krumah）によって代表されるとする G
(2i社会主義的人道主義（均ci，心三fIlumanism)l.・ !,; 
社会主荘に結ひ、つけようとするもので，:i rm「HHi訂正イ.；：＇ ・.t-口ギーlc YiIJ;i,lfilきーと／ケー，
J%!cJIF> fよどみA 占〉心。
特；ニ「アプ I｝力社会主:i'ミJ三こでii·＇~·／） ') t)' 
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〉、、；二上
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A 般的かっ漠然とした希求を意味し，L、 什 fこ，
「横断的類型化」の試みを行なっアンドレイン出：昨かJ ) f｛；系的な社会主義的析ヤを定式化しようと













































ず第 l：二 AH寸としてiしなンザ二アの ltl；会主義J
化へν）_1二ドァクを i由iしにものとして山 1二レレ大；
i充領の；二つの演説 一（1)1962年 4月ののジ γマー
演説と，（2)1967年 2月のアルーシャ穴言ー をと
りあげ， そ九によってそこに J 冥して流れるタン
ザニYの志向する「伝統的価値」とは何かを考え，
第 2にニつの演説の問には思想、j：の発騰があるの




タンザ アの「社会主J主化に！~，l t 心 i次資料
として，半い二エレド大；JEi演の公式山 'it凸や新聞・
雑誌等に発表された重要なものが， Freedomand 
Unity I l 1 /11υu na Umυju一一A ルln-tiυn from 
Writings und L",pe山 h，亡、 ／.952～6.5(1%7）ど Fn’＇t'-
dom and Socialism/Uhuru na Ujamaa A 
Selection from Writings and Sρeeches 1965～ 





Statistical Abstract '." Hackground to the Rudg-






関する数 iRtの著作 たとえば iI. Biennenや
W. Tordoff Is_どーーや，海外（開こ東アフリカおよ
び英米系）雑誌一一一たとえば EastAfrican Jour-







Ci+ 1 ) Kenya Government Printer, African So-
cialism and itに 4ψ,Plicationto }'lanning in Kmya 
(Nairobi, I付G5)
(iJ: 2) ,_ ’-J・ 1ゼ－ c,－；，叶・ t均してはJ.Craham 
Smith et al., ＇‘The Economics of Kenyanization，” 
J,;ast Africa Journal (March 1968）参照。
(i主3〕 A¥fi-ica Research I!u!frtin. Vol. 7, No. 4 
(May 1970), p. li76. 
Ci主4) Afi門caRe.皮切rchBulletin, p. 1676. 
(i} 5) 「アフリカ社会主謎」に｜期する参考文献日
似としては，W.日目 Friedlandand Carl G. Rosberg, 
Jr. (edsふilji・ican Socialislll (Stanford University 
l’ress, 19G4) ，りさ末にある文l断、 ii；録およびil•H•JI、危
「アフリカ社会主義」（『アジア経済資料月機』， 1967年
9 Jl）を参照。
Ci註6) C. F. Andrain，“ Democracy and Social-
ism: Ideologi目。fAfrican Lead自民，” inldeology and 
Discontenムed.lヴ D.E. Apter (Free Press of (;Jen-
coe, Illinois, 1964). （小田英郎訳「民主主義と社会主
i浅一一アフリカ指導者たちのイデオロギ一一一」〈慶応
大学地域研究クJ ループ訳 f1 ＇；＇オロギーと現代政治ふ
愛応通信ti，昭和43年〉所i¥'.)u 
(il: 7) C. F. Andrain, p. 172.小田訳，184ベー：／。
（注 8) C. F. Andrain, p. 172，小田訳，185ページ。
Ci主9) C. F. Andrain, p.172.小田訳，185ベーシ。
（注目） C. F. Andrain, p. 172.小田訳，185〆 1 ン。
（注11) C. F. Andrain, p. 172.小田訳，185ぺ－ >o 
（注12) C. F. Andrain, p. 172.小田訳，185ベージ。
Ci主13) C. F. Andrain, p. 172.小田訳，185ページ。
（泊三14〕 C. F. Andrain, PP-173～177.小田訳， 186
～191ベーン υ





l!U“） C. F. Anclrain, pp. 181～l再；if、1:<Ii, 195 
～19K / 
(;"17) J、li：・：；「 f -, ＇ハ：t;, ; l, .. ・, l')f_J ( ：.長
i ／子「j : i～If ,,f、1けL40, N札口、 1%7；パ，：1り
（！卜lK) ·•·I ・., J'f. I )( r 、；i. iτI Hi I, :!7 
C lり1 [,I ri討（、ox，“ Socia[i汚t [deιas in Africけい
.¥lllr.ri.rnz TodaγrFeh. 1%41, 1〕 4:l





Tーい t ・' 清子lj任li,:I,1終的に｜ γ つ I) IJ j）サ；1;:iJ
モij;; ，＇】た li"il'l～同年ν7ト、心！）ン会議：：：.土、てト
イ、ソ以と fト｝た’l＞げてー力： t' 立； liJ: jl界大単位
；二J；：「三， I、ftソ，I]H立戦；： tぺて {'iiiス（＇） ~1壬絞
日仁川どにり， 1山o,r i二it f ¥ .） ζ 給十f~·r .う、 i，・，ん、
川、千I
；イ1三；；il:'N:lミ内iを、 i,;,;U光；f,iJiこfHi・'s.t.こか，
lリ;iIi！＇；二： t二「J I, ：二土』と γ プ！！っ人 1'.:IA j',Ji 
if,IJ j孔浦tご／＞）くふヲンゲー－ /J ・－，• I リナj人i己i,]＇，：日
!Tanganyika African ；－、マationalUnion. if1 fj. ＇］、孔 Nl:)
＇.－結成；＼ /l、1虫.，.，；」軍手／Ji,eドIH台された「）
／コ 1）戸7-7、． ';, n 二子う・二二仁し L :.fuliu、［＼川口一
l川r刊 e f¥yererel川、 l'.l:'.: ｛子：1月、ヴ fケトリア
i胡（／＇）東岸ブ、ソ手ャマ（ Butiam不でとE七；）1t：に 父；土
トド寸キ族（1anaki；ゾ）首長ニエレレ・・／ i）卜 tNyerere 
Burito，であ J JたL 行設の1:j，ムリ－－，， c¥fo州口1H）わ
小学校に入学したが． 二のi時期に nーγ ン・旬、／




－；•ケ l L 大学上九f北 eren・ Collegぞ）｛こiWr':し、 r'I.Y了
・'/: !}) ，手（伝を14てタボラに戻り， 1949{1主主でれ＇ hill'
Father沿泳、hけりiで煙者もとと牛A物の教鞭をとった“
EHり年，＼Vhillう Father's Sch，川！の財政的mw1を
-:t, rて、 f干I）ス♂〕 τージンパヲ大学にFW'f:L、 ( 
¥・ IIζ1t, >'rtl;i, ＼ヤ1 経済，、；c:，社会学，人・m’字，
i主f'lt't.経済i;t:などを勉強Lたっ




長にな J 'Iこ4 l ¥ そして1%,11ド7J-]71J，同協会
を己主主ilL iご I／ ンガ二一 lj ・アワリカ人民l"J盟！TA
'.¥[l) ，：’社L,liをしたっ
二仁しノ I,/t f干！）く支配かムの無恥の独立を：t
’j,cし，［ l)[i:,{f-には i山車［｛；；＇託委員会の報~＇；〔•I 2》
ノ，i&'.:'.O～＇.：:i年lス内（こなンガ二ーカl二1虫ーセを与える
に.＇（.Jしζ抗議したことかム‘ イ下リス植民地
山i{fI：：不和に／（ . 't.こ。 1957iF, 二工レレはーゥ：法審
ぷ主｛勺f:{,f; =;l与はとな）イこが，’l'ANUの機関紙が,li/
i亡j也主配合jιI'lL たため •I カ Jl で時！fl＼仁させられた
。t! 














ふ （） ＊） 「ものとして二二二E レレ：土I欠のようなスワヒ
リ＂討の l誌をづImする“M貯 nisiku mbili，ドikuya 
とのらくら脊（loitぜrer）であった。j虫、主か lj.え「〉れと：）こと （＇ かがけとむされた ιその後，




mpじ Jembe”tatu 独立 lJ.'Bi1, n 1 ＜川三年1~n 9 H l1l J七flJIEiftffを1
かれに
鍬1:J寺たせよ！ j (.1 8ノ
このような「伝統的社会jがヨーロソパ人の椛
1 n n rこは，存としてもてなせ，二エレレ i士大統出11にしたll Jjの大抗領選挙で τ
；こxzr'ljさ1た】
二にレレ i土jg(以 f・.c') V!i).,;tかんもわかると.［：， :1, 
どう変化したか？民地化によ J Pて，。：J'i九1jから TA!¥UJ2v〕リ －＇.iーとし！ごタンガ
・1；｛をもたら「杭民地化は，二ヱレしμ上ると，5Yn口走；t大お＇c:(i§｛とし ζ7ン!J山 5Bt,'!iこはブJL, 
アフリカ人の中にこれ
ワi沼背注）告とまねて搾
除 jJをもたらしたGし，り二－ /Jj）此治的発展（＇）中心的 ｛［frにふって＇，＇ 1 




ダ J -Ifニーカ由民がます第 iJrt立後，ιFザミ」」、，アフリカ社会主義のゑウジャマー演説一2 
にやらなければ必んなレこと i士、「杭民地化以前のi); I'( I 
., 
J ,J力の： fr-;I《｛内？上会Jの｛kl/ιである J そし守ζ，ノと
)i己て， i包i【
Ujam礼‘lとi上Mカ、？
I＼＇，＼託手 i下jに行うと‘ I;jamaaはスリヒ IJ話ぐ，
換三すれば，をごとり民すこと，情J:tj，のあり H!1%1 Fド｜三 lji二JIわif?(ドJl!l!i【r.i1主1/x,L rニノFンり

















→ゴ vレ；上 1f )Jlで di；会主Rと； t'







lト二 γの「 Y I) lj人｜伝統的社会 iはどうであ p
千二斗之介5・
hィll1J江川・iJJ 十1H~U を iι えぐ lい＜，.，Fす J、I，、，I - J －、 d
L、／；，りiid｛しi'rJ二1二レしぴ，，，，g,ir在すと》 γ ノリ ／j(•’>i().) t, 
革命と産業革命（前千？にトノて土地所有高と1：土地所
有f＇（を発生させ， iを1号Aによ.，て資本家土プロ V 'Jリアー
トが生じたという）をi王if,去し亡生まれたのに士、tL. 
Ifブリカ fj二二三；ヒ義jは 7 ブリカの fぷ統的j立戸Eの
4ラ
＇＂・周 fJ，乏々 にζ:J --" ，－；ハにおける社会主j廷か，ぞ Lて，:21、（＇／） ;J配山iI/; 
とi吹＇Nr(hosp,. 
村；ミ Iit. ¥1 J I前例，n！仁L、n二：τ
われてし、J二社会同 1:31f't＇.，；止〆， Sl'c山 i(¥')
.Z I -、－ ，.＿，、』
ニj) I fιi先的社会J内では， Ji人
そJLとけ：，＇［ ,rるも（i)f土τ なまけ百 iidler;









れば， ｜伝統的社会j とじ， 1）無既存級、（2）平等分
配‘ 13)f＇｛正と歓待の存在十るti~·'.;~-::: k, ＇）＇ その基
／，！＇／！， 土拡大家族である。



















ふく七で「理想への情緒応jノヘ【J Fレ〆•＇ (an emo-
L1una I 110,talgia for an ideal i〆 IJfi.，とか ，（，二二工レ












をt：＂＇二した f也位やヒヱラ／レキ一で句 i1皆級j を規
定し／ごの

































[ 1J会議l'はごく少数を除L、てサ このLn区i士i定わず，（j'l. 
ん 1/•r行同 1ぷt, I正li/1民地トーJ主と L、う si紫を｛吏うと L、う l
I: t:, 19G2年unの大統領選挙に際しごは， Uhu,u Cl'i 
:ti¥ l:huru n江 Eaχi （ず 1:IDと労｛必＇J)'l一：huruna l lmoj，ι 
t、！＇1け］と斜L）’ l llrnru na Jarnh〔1ri( l:1とjたF口：icl)な
ど［！）ス Cl ＇｝、シ力；l'i!j♂） ;lL, l :Im r u flil lj：口naa iti•t1,t し
たか ，／：ご U 寸 ~Ii, JliJ ／正議i.-l:t, l ;jarnaa U 、う：；
業をl白；岐に；土佐わないが，タンガニ－！；f：会の然防級制，
T生fモケゾー生び）協調に土る社会主主i災につL、てJ/i,とら，さらに
T.¥'.Jl:γ 党のtlヨ辱自たちは「？！理 ＇m.貧i札 病 気j絶滅の
どめのスローガ J としてそけと〆2てィ、ろという｝！お／i］特l
{;- • J-也域？上合同発中Iiu） 卜討・カモト Lパラ（Kasamhula)
｜仰いH日f「1生活Ip〕Ht；住 j：等位している F また，’i‘A>Jl’
L止の円，iL'次長i土‘ Iljam川を nation-huildin民三汚ぇ，そ
のた，hc/1大根労働何1ム防；の必要を説く t 士七｜ご級’i’；・iJ.：；土
Tljam：川合 ‘Ii了川herhood句、土 L、：， ,1 I（~ーで炎I見し、 子ア
I 二・カ l• ’＞＇！！）＇＇／：＇tit Ujamaa 全性会 L誌ないし iZf,/(
10也！：誌と与えて，，、，：，，主fこ， 30:f，の'l''/:ifcに質1/Uしと
とて 7, ぞ（／ Jうん （！） 2れだけが Ujamaaj：、いう ι？紫をXI
.-cおい、 l人；士す：/j¥n義務．すなわt)li;h/ri］してt/ltr，革や




i[) 二工ししにと r J ごiJ:. {'jam九九日士伝統的社会か
J，受，J-併がれてラた精神のふけぢ Pふり、
I三＇ こ〈少数の社会l義理論を長1 ＇てし、るものには，
-y 7 1）勺，＼＇；命 j主1＼：の快！丘ないしmimであるとし，













のあるイ Fオロギーである」と（ I 2410 
3. アルーシャ宣言と社会主義，独立独行に
関する TANUの政策け25)
,・ :,・ i• ,;--1￥；必か「》；） if｛交の lリG7lfl万三jil' 
7ンザニ r.＼七部Cl）アルーシャで！井，jf.p;jLていた’l'A
NU 立大会の席上，ニヱレレによ •＇） 亡上記標題び）
'.,{ i jが挺／！＼され， 党 Hの討議をへて，長終的に 2
)JらIJに公ぶされた。
1i,1:r ；＼は 5if[＼からなっ亡し、る 1
第 lfl¥ TANlJ綱領
;f＇；＇.？部社会主義の政策
m :3音i 1虫；：IJ.虫行（ト，clf-Rcli日 nee)
:z ,1古E ’l'ANll のメンバーシッ F
：お srm アルーシ γ決議
;r,;i部で ITANUU＞政策は、 tJ会主義同家を佳
ぷ す る こ と で あ り ， 社 会 主 義 の 原 則 は TANU
辻、によ J Pて焼定される Ju 2ri）とし，（1）人間の平等弔




階級の発生の防禦， の た め に 経 済 活 動 へ の 国 家 の
介 入 の 9原則をかかけ、，この原則に基づL、て TA

























おり‘そc,'):-, ち（川、く J tかは．すと；こ政府の管f[jl
下lこ置かれてL、ると述べている。 さらに政府は民
主主主誌のす悩き瓜上って，込民と労働者み、ら巡ば









は開花は不1J能fニ」（;i＂＇＇と。 Lたか pて、 一般11
lei!;もlf発が唾まtc＇・、原因：土，政府が k:HItd月1えて
U、るためだと苦情を言う。しかし，真実l立政府に









































ニエレレの願望としてはありのこなるであろう。51¥:3'1J'/1jは TA'.'ll：：上北口円安えに ri:,},;t¥ 4古！，: .t ' 
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'.2 IJ IJiLl上のと二ろ品、九給与を符ては!Ii-, 
! J ¥Jーケ二シ





いわば植民地化以前の「伝統的社会｜の階市IH土，貨nする1(!1をも v p亡；えなじ fょL二151 
級強生以前の理想的状況への復帰を志向していた








,;/IJ' ／＇：第三♂， /,tlLlJに反って芳えてみよう c
二’ JG＇）出品 t(I) 1gJに；士、,_ ＂） 、
肢があ， ' iこJ)！，ミどろかし＇） Jmimでふる。
一二エしし (I）千三えた「社会主義l; jamaa i'li ;iGで‘








その「精神的なものjl 3では，ったのにttし，しり 1ぜ、う無階級に対する A ・モヒノデ i- 乙の批判
政策的な而におい／、の！こからの指導牲が強まり，モjl l上三 Y しL門伝統的社会に討するとして‘
それに強調が置かれるようになった。て七、「間持的／ ・,; 11 IC〆γjで，わるとレり H1rniを紹介
L:；；己に関連して，政策面では， Ujamaa
タンザニアの経済開発の方法として，



















注た， TanzaniaMillers, Chan<le Industries, Pure 
Food Products Ltd., G. R. Jivraj，恥1:oormoha・ 
me<I‘Jessa, Kyela Sattar Mills (!¥!I、eya),Associ-
;itecl Traders Ltd. (lVTwanz川 Rajw乱niMills (Do・
<lorn，りが国有化され，代わって同氏農業生産品




Co. Ltd., Dalgety (E;i叶へfric;i', Ltd., Industrial 
Trading & Credit Co.川一’［、an川 nin‘Co-operative
Supply Association of Tan山 nyibl ,td., A. Bau司
mann & Co. (Tan日，mv,ka) L川、 Twentschc
Oversea日 TradingCo. Ltd., African Mercantile 




Brev-:ery, Tanzania Brewery, Brill金 American
Tobacco, Bata Shoe Comp.my，’ranどanyikaMet-













経［J;fl f1fかを， 1962年から1967年主での 5年間の，
I 1）閣内的婆悶と，（2）対外政策のニつの側面から，
以下考察することにしたい。
(il 1) H. Biennen, Tanzania: Party Trans/or-
,nation and Eco.坦omic D門町lopment (Princeton 
University Press, 1967), p. 22. 
(ij：ニ 2) J姐 K.Nyerere，“Oral I《き；uingat Trus-
teeship Council: 7 March 1955，” Freedom and 
Unity/ 
1968), pp. 35～39. 
〔it3 ) J. K. Nyerere，“Why I Resigned : 16 
December 1957，＇’ Freedom and Unity-・・, pp. 48～ 
日2.
( iJ:4 ) J. K. Nyerere，“ Africanization of the 
（、日il Service: 19 October 1%0，” Frc<'dom and 
Uniη ，pp.99～102. 
(il: 5) W. Tordoff, Government and Politics in 
Tan立mia(East African Puhlishing House, 196η， 
p. 194. 
(il 6 ) Ujamaa減税l士，後であっかうアノレーシャ
貨？？が九ワヒり認でなされたのに対し，英語で行なわ
れた。なおテキストとして，今日，容易に入手しうる
J）は，前記 Freedomand Unity/Uhuruna Umoja 
)'Ii J[Y ,n i, 'iと， W. H. Friedland and Carl G. R，田－
berg, Jr. (e品.）， African Socialism所以｝） i, のの二つ
？あえJ）；＇.， 小論の引用は，すべて 1Hif号に上る。
(/1: 7) J. K. Nyerere, Freedom and Unity/ 
Uhuru na Umoja, p.162. 
04: 8) J. K. Nyerere, Freedom and Unity・・3・
165. 
(ilニ9) J. K. Nyerere, Freeda刑 andUnity・ ．♂ 
166. 
（注10) J. K. Nyerere, Freedom捌 dUnity－…－ 
p.170.なお，ここの原文は“Ujamaa，” then,or“fam-
i!yhood，＇’ describe事 our socialismとなっておワ
Ⅲ　ウジャマー演説からアルーシャ宣言への推移の諸要因
1971030053.TIF
C iソタスブォード出版，；うだ「r,）二寸 l l.• の演説集
F recdom and Socialism.【Thuru月a[lja,持aa(1968) 
; t, Ujamaaを Socialismc }/ I. : J ヲが〉，前者l土
了f青年J)置きかえ， f者者 l士怠財とをとっているのであろ
（注11〕 ］.K. Nyerere, p.170. 
Ci主12〕 ］.K. Nyerere, p. 170. 
Ci主13〕 Ahmed島fohiddin，‘Ujama目： ACommen-
t‘ary on President Nyerere＇，ろ、， j,
Snciet：，ナ Ajヤican.4ffa£rs’ 丸アnl.67, No. 267 (April 
19ti白）， pp. 130～143. 
(iJ:14) A. Mohiddin, p. Bfi. 
(i 'd5) Ali Mazrui, T award:写 d Pa.i: Africana 
(London, 1966), p 101. 
(t¥;16) A. Mohiddin, p 137. 
（注17) A. Mohiddin, p. 137. 
（注18) A. Mohiddin p. 138. 
「it・19) K. W. Grundy，“The 'Class Struggle’in 
Africa An Examination of Conflicting Theories，” 
The Journal of Mod，打 n .1friran Studies, Vol. 
2、No.:1 (Nov. 1964), p. ：~柑
（ずJ:20) G. K. Helleiner，“ Socialism and Plann-
inι”Sunday News, March 24, 1968. 
〈注21〕 FredG. Burke，“Tanganyika; The 
Search for Ujamaa，” ed. by W. H. Friedland and 
Carl G. Rosberg, Jr., African Socialism, p. 209. 
Cr主22) F. G. Burk巴， pp.195～203. 
（汁会23) F. G. Burke, pp. 203～＇.！04 
(it24) F. G. Burke, p. 219. 
(/1:25) アルーシャ賀三ははじめス r；ヒリ言語で提出
され，のちに英訳された。ノj、論 J.,,_:If刊行 J.K. Nyerere, 
Freedom and Socialism/Uhurt必珂aUjamaa所収の
ものを使用。
（注26) J K. Nyerere, Freedom and Socialism・ . , 
p. 231. 
（沖27) J. K. Nyerere, Freedom and Socialism . 
p'.'.'U. 
( i1'28) J. K. Nyerere, Freedom and Socialis郡
, p.235. 
(iJ:29) J. K. Nyere問、 Freedomand Socialism 
. , p.239. 
（注30) J. K. Nyerere, Freedom and Socialism 
. , p.241. 
(il'31) J. K. Nyerere, Freedom and Socialis棉
‘p.241. 
(/1:32〕 J.K. Nyerere, Freedom and Socialism 
. , p. 243. 
(/133) J. K. Nyerere, Freedom and Socialism 
. , p幽 246.
〈注34) 本格，前述， 45ベージ。
（注35) Sunday News, Feb. 12, 1967. 



















E整産物 l I I I I 
自給自足部門i 913 I 984 I 911 I 1,0111 1,oas 
小袋I 437 I日7I 612 I 1101 715 
1 ステート1 332 I 432 I 416 I 4281 420 
畜 産 I I I I I 
自給自足部門1 246 I 2噛 i266 I お2I 317 
貨幣部門1 11s I 115 I 11s I 12s I 115 
(t±:lrfr) Central Statistical Bureau, Background 





腐敗は相当るかに集中してし、ることからみても，イザル麻の輸tl聞は 22万9900トン，輸出額は 1{fi 































；土，外［Fjに依存した？.1＼分であり Jc, :1 ¥ rわれわれ
が断れるのは‘われわれだけであること； （： 4 :, , ) 
主i〕j虫色Miii 市elf-Relia口仁川に上る l王かはなL、ご 反対のヂモンストレーシ 1 ンを山学生は仮否し，
ニヱレし大統領は約半数のrな ，tニ。その結果．みれ：， • （， の子でJた行11Jすなわ九，とを強；，l;,j寸：；：， C 
こσ）こ
どは．タシザ二ア内に ・{HIエリート意識（ニエレレ
のi言葉によれば capitalistmind of attitude）が発生し
・')':ltを帰農させるとし、う処i在をこうじた。能t；.民主［HJY;t;に c'f(l,，を置く必要があるこどをif
百九 1; ）；経済開発5カ年；lpl日における民業生件
J ヤi(,id l';j大口〕実fNをJ;kl直に、］967午の 71'.--





官jf,{, 'lt ＇） ーゲ－ u'l部Yz:
「ルーシ τ決議によって、政J(j‘
i 1 I民民か労働？？でなければなハ
'rL’；＼ v-l if S J;I, 
策政タト対2. 党♂〕 ＇）－ -'1－：土、
ザンジパノLとの合併:Li fL企業の株を；＇｝i有して；土ならなぺL、こと‘
ゲル・エス・サラームからがJG()-"l 9fi,1 If. I片，と，！ 3）私企業、＇）杭’f·~ 打？であ〆〉亡はならな L 、二どー
f’l〆ほど離れJたインド洋上の島で、あるザンジパル,4) 2 )JI肝以jーのとこ九か＇｝給与を得てはなじなし・
アフリカ人のナショナリズム応で革命が起こり15 t貸する家('¥c今をもぜ｝て：1Ii.んなL、こどをこと，
を標枕するアブロ・シラジ党（Afro叶 1irazi Party) この決議が行なわれたとし、う三と決議してL、る。
党首ンエ





ていたことに汁するニエンし大統領の腎錨とみる 本命政権を樹立した（， I 7）。i斗じ 4月に革命政権は，
ムニ：r.レケンゲ二一力との｛.ftr-を立言した。突如！，腐敗に！おしてH－｛本！下jに事実？をOJ、こともできょう。
うJし大統阪は 4J 25 J:l0）議会演説 (cl 8）におし、て唱γC-;'Ji'I 十一資料に J パ、ごj1fi：土i見-r正未見でふるが、























が解約されると L 、ろポ態が起こ J，た＜ •I 10 ＞ο 三の三
と： t，二二三レレ大統領に、 ！,1ト匝援助に上る経済的強
立しりf討議を改めてふ巴哉ちせたと思われる 3 すな~ ' 
九、「オ，;IL}、；！1が資金を問荒川主要なi芭只ど Lてiャ
λよ山i土、 あや ti）で,-r.（〕f 外i-EIか （> '{.f fi三が得 i二；Ji
ふど 1',・えと'.iI年， ;} dL jラ，ll i土－）でにあぺ〉主りを犯し
ているの i:j: 丸、リ、寄； I＇二：十五、Ji（り三とを＇・，－えはラ l!
司自i二i分 f仁＇t'.i:J！：士山 ：, ;! L f ( L、L、；れどに写 ／二とえ
nλれたとして＼，.外［Jcl) j長JIJに｛t,{rtることは、
わが両日）独立ペコ他clJj［士取を f副食与も山と干るどん
-・; j 〔 11) と v 、＂，ア fレーンヤ ·~errの一節とな v JてN.
よ凡されてv、る 3 さ（－， に， 事 i次経済IWJだ5ガ年，）i♂ 
¥I同U>JHZ原じ｜問寸る第三夫からみても， 1,w、JH訪；じb‘ 
l '.lfifi; 
を才勺げてL、る，ni二対し，｜斗外資金は 1(hi-!; （予；7，ド4K.I 




h. 口一子シ 7問題を契機とする f二干リスどの
経済関係の変化
1 'i i）ーとは l日宗主［:Elであるという I'l係もあり．
1虫玄後t：引き続L、て貿易『 援助にむいて1；主大山iI 
ご手同であぺfこ （治；J, 4, 3表参照）。






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































イギリス I22，臼Q'23,9叩I17,520 5,500川 3,653
アメリカ I5,440 19,96θ29,960 29,140 I 23,518 
西ドイツ 11s,400 1,220 .1,320 3,9so I 41,zso 
イスラエル｜ 700 8,460 6,3401 －ぺ ー
スエーデン｜ ーi - 1,600: 17，叫丸551
オランダ｜ 「 - ' 5,780 I 3，部3
中国｜ーI 5,980 - 16，曲。必，458
カナダ ｜ イ ： 7鋭利 10,202
デンマーク｜ ー｜ - i s,ooo I 450 
ソ連I -I ; -Is，伺3
（出所〉 T叩 zania, Background to the Budget 





























































ない。政治的 liif;~: j （『TV己転回幻 •}1/flfitt) 
i ） 仁う t川、の i土 /ril：~／川、 L ，将来 t '.{ i !. /;_ L、
fこんう＇. ,' cl O , IヒIi、 .T ・¥I ＞ス’J /l, 1, I：ぅ
仁うに、［「ド［1＼，，ケンザー ' l二i士火山i的（二； tYくの
mi1工M1う1あるが噌此；hf;ド制；二： t大き 1'.(]e¥J L、が与、ふ i
I 22 
CJ: l〕 TanzaniaふγondFi,i, Year Plan 19G'I-
1971, ¥'oL 1, p. 14 
〔；）： 2) J K. Nyerοr e，“ The ’l'anrnnia Econo・ 
my，’ Freedom and S山 ialis川 ＇［！huru na lノ＇ja111aa
(19tioj, p. Eik. 
(+ ：，〕 JK. )/yerere, Fraclom and S配 ・ialis11
, p. 167. 
Cl 4) J. K, Nyerere, Fr,・,・do川 a11cl:・,oci,1lisr1 , 
Jl. 1りり
(; i: 5 ) Tanzania Cover口ment Printer, /l r11sl1a 
1 !eclur<1/ ion A川山'I'S lo (J削 1slio,1(1967) 
〔， I' (i ) i¥fartin Lowenkりpf，“ The '.¥leaning of 
Arusha," A/1 Iιd Rψort (March 1件“7),Jl.ぷe
Af,・ica I<，’.1・,・w正・h Hul!cti n ¥' ol. :l, Nけ 11) （（）じt
191メi),pp. 648, tilリ
(1: 7) l 〆， ノL,'( 心しこ〆 J、、ご， I, M. F. Lofch-
問、土＇.an:::iba, FJac( ~round to N.副首lution(I勺ince・
t刊nl Tniv. Press, 191〕i5JL 1・ '> J. Okello, Re,•olutiυ!I 
in /.,m；こib,lJ'（日出tAfrican Publishing I fouse, 1%7) 
Ci i令日） J K. Nyerere, “The L:nion of ’i、an山ト
nyika andχamibar: 2S April 1964，” Freedom and 
U11ity1Uhuru 11z Umoja (1967), p. 292. 
〔1I' 9 ) Catherine Hoskyns，“Africa‘S Foreign 
Relations ・--The Case of Tan1ania," in lnternation 
al Affair.九 Yol.44, No. 3 (July 1968), pp. 45:l～ 
454. 
(iUO) C. Hoskyns, pp. 453～－154. J. K. Nyerere, 
“Principles ancl Ile、elopment，＇’ in Fn・cdom and 
Socialism/Uhuru na Ujamaa (1966), p.同
Ali A. ！～1auui，“ Socialist 出 a'.'vlode of Inter・ 
national Protest: The Case of T叫 U旧日αJin／’rotl'st 
and Powどrin Black i1frica, ed. hy Rotberg, Ro・ 
berl I. and Ali A. Mazrui (London, 0. U. P., 1970), 
Iλ1148 
〔iUl) :1rz凸 lwD此 ，.Zaration,p. 241. 
(iU2) ' ; ., ,. , )f1'!'.Jl•I, ，・，：－，；，旬：r',]I 」 Lφ ，
I)ーと丸山th,RlwJ,,sia the Problem (Oxford, Roi時 rt
M，班、;veil,1%9）ア； i,_,; 0 
(il-1:f) Ali A. Ma日 Ui, p.114(,. 
C, i' 14) Ali A. Mazrui, p. 1-1,. 
(. ;, 15) Colin Leys，“ Inter alia or Tamaphilia 
and All That," Transition (1968), pp. 51～5] 
(;116) itfl'l'U亡 ＇f~ u f ’りカ J)M士i，』 （貿易白井， i峯七
7』， 1969イI),pp, 117～118. 
(: U7) J. K. Nyerere，“State Visit to the Peo・ 
pie’s Republic of China: 26 Feb. 1965，＇’ Fre，’dom 
and Socialism/Uhuru na Ujmnaa, pp. 32:l～324. 
(; 1'18) J. K. Nyerere，“ Frugality: 15 June 
l'li5," Frcr 
pp今：n2～：U:L
（？ト19) u IヒE；〔 l,'J；ず』(Iiイ；，,i)/i), Vol. :l, No. 24, 1965 
(i 20) 料、，'t，づ」「タ J サ＞ /t I立に I• l;J （『ノ’ンノF 』，
1970'.! :, I］；；〕〉
（；、：21) J. K. ;¥fyerere, Ediれ・ationfor ScU~Rdi 
ance (Tanzania Government Printer, 19G7), pp. 8～ 
9 
(: 1'22) John Lonsdale，“The Tan'sanian Expen. 
ment.＇’ぺ frican ,1ff'airs, Yol. 67, No. 21汚水let.

















4，不した。だが，かれは神ごはなL、c 歴史はカミれの.:, ＂；／：に J-,1;盤を！百三く独立J!il行の手段全採用十るす二
マルクスは真理1L. しさと 1，~時に間違ャも示した。といよ）' !'.ft:的reE士：来の民↑¥fJ': みることができあ 3
その著作はかれの思汚の労を:Ci'，，、たのではなく‘こし＇）反C・K・へライ十ーやF・C.，：ーケ；t,
キリスト教徒それゆえ，f｛~Jの産物の結果である。！日Ji品保た「？？γす rphilo的 phy)J か「〉政京（policy’； J
、と；l子〔）＇. （ 【 l' l¥f • t1 lうエンコ －1-7 rt I t古？中のあ H教徒がコーランをと読むようにかれの
;j）才t;j),j l. 
思想、から学ぶ




I ff .~\ (action) :1 :}j !attitud向。imindリカ込「〉
；＼・ A ・ 7 ズ、 ！~ イ；土：文化riケ「 ：；／ , り lとj巴；乙
ことしtできる0 ・e ・だが 1968年の社会主義一呂が、
),i ;-, その行部jや提案をかれらの持作に照らして，
1- , J犬、ム（，・ulLuralnationalism) Jかじ；急激なれ一会
支存（radic、孔Isocial tran formation) 1へという三葉で















Ujamaa, L C, ぇ：） ，.‘iと＇：＇ (/J他ぴ〕ヨー p ソ，JH二三Jc;主計山！記？？を，
いとさjL弓←三 τ しし♂〉l王とんど＂J七しごし、tn、」（
"{-¥.I ソ.＇'.tf：会主二工レレ内身、,f~、担、iこ問 L ・c, 






かに受けとめてし、るか企みふことによ J ' C, 
, 1(. 'Jス；こ ι7之しごL、みfi,td二つL川寅Jt，ノ〕中で，
イギリ一党昔話国家の力が、• I 7 ）と三う。つまり，所；土 Uj日111札a il.it；（~の中で、にだ lfl凶行でおり，そ
こでは·~；；(/) 't ~, 0'〕3要素として，，Ji Iて地，（21Jtl スのようなこ大政党制よりも民主主義や白出な討
各イヂリスの場合，！日追を：人さく促進するとしづ J13）労（必lj!士あ：fたあと， lJっlhと泌；／ニけてつまJぷの





















白本；iJ主i：会に J J 
そのrJ1で資本
スi上！な大，＼、｝;1,1.,官、家てF あったしラ



































〈注 1) G. K. Helleiner，“Socialism and Plann -
ing，＇’ in Sunday News (March 24, 1968). 
F. G. Burke，“Tanganyika: The Search for Uja-
maa，” African Socialism, el. hy W. H. Friedland 
and Carl G. Rosberg, Jr., p. 2附
ぐ注2) Martin Le叫 ・enkopf, “The M但凶ngof 
Arusha，” in Africa Re/>ort (1¥farch 1967), p. 10. 
(iセ3〕 AliA. Mazrui, Socialist as a Afode of 
International Protest: the Case of Tanzania, P. 
1143. 
(i' ,1) C. F. Andrain, p. 177.小口i,;1(, 195ページ。
(i' 5) J. K. Nyerere, ＇‘Ujamaa The Basis of 
African Socialism，＇’ Freedom and Unity/Uhuru刃a
Ii moja, p. 164. 
(if. 6) J. K. Nyerere，“Introduction，＇’ Freedom 
and Socialism/Uh削・una Ujamα，pp.15～17. 
(i主7) J. K. Nyerere，“Democracy and the Party 
System : January 1963，” Freedom and Unity/Uh-
uru na l!moja, pp. 195～1%. 
Ci i' 8 ) J. K. Nyerere，“ Dem廿cracy and the 
!'arty System，＇’ pp.199～却2
Cit二9) J. K. Nyerere，“ One Party System，” in 
,',j,carliead, I (J姐 uary1963), p. 16.ただんここで
は C.F. Andrain, p. 165.小IE訳， 176ページ上りヲ｜
rn o 
［この報告は45～46年度アフリカ研究会「アフリカの
経済発展過程におけるアフリカナイゼーションの意義」
の中間報併として作成されたものであるJ
(JI,: 伝記l究 if!)
ラ7
